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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御手段及びメロディー選択手段（９００）を有する計時器用の打撃機構（１０００）
であって、
　前記制御手段は、計時器用ムーブメント又はユーザーによって発動されてメロディーな
いし打撃音を鳴らし始めるように構成しており、
　前記メロディー選択手段（９００）は、特定の制御部品（１０１、１０２）の運動を可
能にするように構成しているセレクター機構を選択する制御レバー（７０）を有し、計時
器用ムーブメント又はユーザーによって発動されて特定のメロディーないし打撃音を鳴ら
せるように構成しており、
　当該打撃機構（１０００）は、メロディーないし打撃音を既に鳴らせているときにメロ
ディーないし打撃音の選択又は発動を防ぐように構成している安全機構（５０）を有し、
　前記安全機構（５０）は、前記制御部品（１０１、１０２）のそれぞれに対して、前記
制御部品（１０１、１０２）に関連づけられているカム（５１、５２）を有し、このカム
（５１、５２）は、対応する制御部品（１０１、１０２）がメロディーないし打撃音を鳴
らせ始めたときに、前記制御レバー（７０）を動けなくすることによって、前記メロディ
ー選択手段（９００）の発動を防ぐように構成していることを特徴とする打撃機構（１０
００）。
【請求項２】
　前記安全機構（５０）のカム（５１、５２）はそれぞれ、対応する制御部品（１０１、
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１０２）が回転しているときに、対応する制御部品（１０１、１０２）に設けられたくち
ばし部（９５、９６）の作用を用いて、対応するカム（５１、５２）の回転を制御するフ
ィンガー部（５７、５８）を有することを特徴とする請求項１に記載の打撃機構（１００
０）。
【請求項３】
　前記制御部品（１０１、１０２）はそれぞれ、フック手段（９３、９４）を有し、
　このフック手段（９３、９４）は、ロック用レバー（８１、８２）に設けられた相補的
なフック手段（８３、８４）と連係して、前記制御部品（１０１、１０２）を動けなくす
るように構成しており、
　前記ロック用レバー（８１、８２）に設けられた弾性戻し手段に対する前記ロック用レ
バー（８１、８２）の回転は、前記制御部品（１０１、１０２）と連係する前記セレクタ
ー機構によって制御されることを特徴とする請求項１に記載の打撃機構（１０００）。
【請求項４】
　前記ロック用レバー（８１、８２）どうしは、重なり合っており、それぞれは、制御フ
ィンガー部（８５、８６）を有し、
　前記メロディー選択手段（９００）は、少なくとも１つのカラム車を有し、このカラム
車の柱部（７９）は、前記ロック用レバー（８１、８２）の前記制御フィンガー部（８５
、８６）のすべてと連係するように構成していることを特徴とする請求項３に記載の打撃
機構（１０００）。
【請求項５】
　前記カム（５１、５２）はそれぞれ、前記カム（５１、５２）に関連づけられた戻しば
ね（２０１、２０２）と連係するボス（５３、５４）を有し、これによって、対応する制
御部品（１０１、１０２）の前進に抵抗する傾向を有する抵抗性トルクを前記カム（５１
、５２）に対して与えることを特徴とする請求項１に記載の打撃機構（１０００）。
【請求項６】
　前記カム（５１、５２）はそれそれ、メス型の円筒面を有する凹部（５５、５６）を有
し、
　この凹部（５５、５６）は、前記制御レバー（７０）に備えられたオス型の円筒面を有
するボス（７２）と相補的な形態で連係するように構成しており、これによって、打撃補
正段階において両方のカムの回転を防ぐことを特徴とする請求項１に記載の打撃機構（１
０００）。
【請求項７】
　前記カム（５１、５２）はそれぞれ、オス型の円筒面を有する周部（５９、６０）を有
し、
　この周部（５９、６０）は、前記制御レバー（７０）に備えられたメス型の円筒面（７
３）と相補的な形態で連係するように構成しており、これによって、対応するカム（５１
、５２）の回転を可能にしつつ、安全位置にあるとき及び前記制御部品（１０１、１０２
）の前進時に、前記制御レバー（７０）の回転を防ぐことを特徴とする請求項１に記載の
打撃機構（１０００）。
【請求項８】
　前記制御レバー（７０）は、フック（７１）が設けられたアームを有し、前記メロディ
ー選択手段（９００）と一体的な傾斜歯列の歯（７８）と牽引力がはたらくように連係す
るように構成していることを特徴とする請求項１に記載の打撃機構（１０００）。
【請求項９】
　請求項１に記載の打撃機構（１０００）を少なくとも１つ有することを特徴とする計時
器用ムーブメント（２０００）。
【請求項１０】
　請求項１に記載の打撃機構（１０００）を少なくとも１つ有することを特徴とする腕時
計（３０００）。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、制御手段及びメロディー選択手段を有する計時器用の打撃機構に関し、前記
制御手段は、計時器用ムーブメント又はユーザーによって発動されてメロディーないし打
撃音を鳴らし始めるように構成しており、前記メロディー選択手段は、特定の制御部品の
運動を可能にするように構成しているセレクター機構を選択する制御レバーを有し、特定
のメロディーないし打撃音を鳴らせるように構成している。
【０００２】
　本発明は、さらに、このような打撃機構を少なくとも１つ有する計時器用ムーブメント
に関する。
【０００３】
　本発明は、さらに、このような打撃機構を少なくとも１つ有する腕時計ないし計時器に
関する。
【０００４】
　本発明は、音楽機能又は打撃機能付きの計時器の分野に関し、より詳細には、音楽機能
又は打撃機能付きの腕時計に関する。
【背景技術】
【０００５】
　腕時計の打撃又は音楽機構は、複雑で脆弱な機構であり、同時に異なる機能を動作させ
ないようにすることが重要である。特に、複数の打撃音ないしメロディーを選択できない
ようにしたり、打撃音ないしメロディーが鳴っているときに打撃音ないしメロディーの選
択を変更したり、打撃音ないしメロディーを既に鳴らせているときに別の打撃音ないしメ
ロディーを鳴らし始めたりすることを防ぐことが重要である。
【０００６】
　ミニッツリピーターのための保護機構が存在する。これは、打撃機構自体の複雑さ及び
その寸法のおかげで複雑であることが多い。
【０００７】
　ＭＯＮＴＲＥＳ　ＢＲＥＧＵＥＴ　ＳＡ名義の２０１１／８／３付けの欧州特許ＥＰ２
４９８１４８は、ミニッツリピーター制御機構の不用意な発動を防ぐための安全機構を開
示している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、打撃機構を保護して打撃機構の不具合を防ぐことを提案するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　このために、本発明は、請求項１に記載の計時器用の打撃機構に関する。
【００１０】
　本発明は、さらに、このような打撃機構を少なくとも１つ有する計時器用ムーブメント
に関する。
【００１１】
　本発明は、さらに、このような打撃機構を少なくとも１つ有する腕時計ないし計時器に
関する。
【００１２】
　添付図面を参照しながら下記の詳細な説明を読むことによって、本発明の他の特徴及び
利点を理解することができるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る打撃機構の一部を上から見た概略斜視図である。この特定の単純化
された形態においては、特定のメロディーを鳴らすように構成している２つのクオーター
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部品と、メロディー選択手段と、打撃機構を解放する手段と、及びメロディーを鳴らすた
めにクオーター部品が運動している時にメロディーの不用意な選択又はトリガーを防ぐ本
発明に係る安全機構とを有する。
【図２】下から見た同じ機構を同じ形態で示した図である。
【図３】図３～１０は、同じ機構の平面図を示している。図３のみが、アセンブリーの安
静位置において、メロディー選択手段及び打撃発動手段を示している。
【図４】安置されているアセンブリーを示している。
【図５】メロディー選択を示している。
【図６】メロディー選択の第１のレベルへのロックを示している。
【図７】メロディー選択の第２のレベルへのロックを示している。
【図８】第１のクオーター部品のドロップを示しており、第２のクオーター部品は、ロッ
ク用レバー上にロックされている止め位置の直前の位置にある。
【図９】第２のクオーター部品のドロップを示しており、第１のクオーター部品は、ロッ
ク用レバー上にロックされている止め位置の直前の位置にある。
【図１０】対応する安全位置を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明は、打撃又は音楽の機構の保護に関し、より詳細には、打撃及び／又はメロディ
ー選択機構の保護に関する。具体的には、出願人による欧州特許ＥＰ１４１６９２．８及
びスイス特許ＣＨ０７６９／１４に記載のものに関する。これらは、参照によって本明細
書に組み入れる。
【００１５】
　以下、用語「打撃」は、打撃機構及びメロディーを鳴らす機構の両方を意味するように
用いる。以下、用語「打撃音」は、打撃機構及びメロディーを鳴らす機構の両方によって
鳴らされる音を意味するように用いる。
【００１６】
　打撃音ないしメロディーにおける破損やエラーを防ぐために、システムが既に打撃音な
いしメロディーを鳴らしているときにユーザーが打撃音ないしメロディーを選択すること
を防ぐことを目的とする。
【００１７】
　ここにおいては、計時器が腕時計である特定の好ましい場合について説明する。計時器
を鳴らせ始めると（すなわち、可聴音である打撃音ないしメロディーを鳴らすと）すぐに
、本発明に係る機構は、選択制御デバイスを無効にする。これは、打撃音ないしメロディ
ーが終了すると、再び使用可能になる。
【００１８】
　また、メロディーないし打撃音発動制御手段も無効になる。
【００１９】
　図面には、第１のクオーター部品１０１及び第２のクオーター部品１０２である２つの
制御部品のみを備えた単純なデバイスを示している。これは、異なる打撃音ないしメロデ
ィーを鳴らすように構成している。本発明を、より大きい数の制御部品に一般化して適用
することができる。特に、図示したように互いに平行な平面に配置されており、また、共
通の選択メンバーのまわりに配置されているものである。
【００２０】
　図面には、打撃機構１０００の一部分のみが示されている。打撃機構１０００の部品は
、当業者に知られている。すなわち、選択手段７００は、押し部品７０を有し、これは、
軸Ｆのまわりを回転し、別の軸Ｅに連結しているレバー（図示せず）によって制御されて
、打撃音ないしメロディーを選択する。発動制御手段８００は、押し部品８０１を有し、
これは、フィンガー部８０２を介して打撃の実行をトリガーし、移動止めラチェットなど
に伝統的な形態で作用する。これらの制御部品１０１、１０２は、既知の手法で、複数の
ギャザーパレット４と連係するように構成しており、これによって、ハンマーなどが軸Ｄ
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のまわりを回転するにしたがって、それら及び本発明に係る安全機構を制御する。この軸
Ｄは、ここでは共通軸であるが、これに制限されない。
【００２１】
　当然、選択と発動の制御は、押し部品に対するユーザーの作用、又は計時器用ムーブメ
ントによって、行うことができる。
【００２２】
　したがって、より詳細には、本発明は、メロディーないし打撃音を開始するように計時
器用ムーブメント又はユーザーによって発動されるように構成する制御手段を有する計時
器用の打撃機構１００に関する。
【００２３】
　この打撃機構１０００は、さらに、メロディー選択手段９００を有し、これは、計時器
用ムーブメント又はユーザーによって発動されるように構成しており、セレクター機構を
選択するメインレバー７０を有する。複数の打撃部品の１つの特定の制御部品１０１、１
０２の運動によって、特定のメロディーないし打撃音を鳴らすことが可能になるように構
成している。
【００２４】
　本発明によると、打撃機構１０００は、安全機構５０を有し、これは、メロディーない
し打撃音を既に鳴らせているときに別のメロディーないし打撃音が選択又は発動されるこ
とを防ぐように構成している。
【００２５】
　この安全機構５０は、制御部品１０１、１０２ごとに、カム５１、５２を有する。この
カム５１、５２はそれぞれ、制御部品１０１、１０２に関連づけられており、その対応す
る制御部品１０１、１０２がメロディーないし打撃音を鳴らせ始めたときに、メインレバ
ー７０を動けなくすることによってメロディー選択手段９００の発動を禁止するように構
成している。
【００２６】
　具体的には、安全機構５０の各カム５１、５２は、フィンガー部５７、５８を有し、こ
れは、対応する制御部品１０１、１０２が回転しているときに、対応する制御部品１０１
、１０２に設けられたくちばし部９５、９６の作用の下で、対応するカム５１、５２の回
転を制御する。
【００２７】
　好ましいことに、制御部品１０１、１０２はそれぞれ、フック手段９３、９４を有し、
これは、ロック用レバー８１、８２に設けられた相補的なフック手段８３、８４と連係し
て、対応する制御部品１０１、１０２を動けなくするように構成しており、その回転は、
ロック用レバー８２、８３に設けられた弾性戻し手段に対抗するものであり、制御部品１
０１、１０２と連係するセレクター機構のものによって制御される。
【００２８】
　したがって、メロディー選択手段９００に対向する側の各制御部品１０１、１０２の端
９１、９２は、フィンガー部９５、９６とフック９３、９４を有する。この端９１、９２
は、フック９３、９３の裏に、くぼみを有し、これは、対応するレバー８１、８２の相補
的なフック８３、８４を収容するように構成している。このようにして、ロック用レバー
８１、８２の角度位置が、対応する制御部品１０１、１０２の回転を可能にしたり防いだ
りする。好ましいことに、これらのロック用レバー８１、８２は、さらに、回転軸に対し
て相補的なフック８３、８４とは反対側で、図３に示したピン８７に当接するように構成
するばねアームを有する。ロック用レバー８１、８２はそれぞれ、さらに、カラム車の柱
部７９と連係するように構成するフィンガー部８５、８６を有し、ロック用レバー８１、
８２は、一方のフィンガー部８６、８５がカラム車の回転軸Ｇに最も近い連続している２
つの柱部７９の間の空間を占める場合に、他方のフィンガー部８５、８６がカラム７９の
周部に位置するように構成している。
【００２９】
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　図面に示した実施形態では（これに限定されない）、ロック用レバー８１、８２は重な
り合っており、それぞれは、制御フィンガー部８５、８６を有する。
【００３０】
　メロディー選択手段９００は、好ましい一実施形態において、少なくとも１つのカラム
車を有し、その柱部７９は、ロック用レバー８１、８２のすべての制御フィンガー部８５
、８６と連係するように構成している。当然、柱部７９は、制御レバーのいくつかの数の
レベルにわたって延在している。この数は、図示した例においては２に制限されている。
【００３１】
　好ましくは、各カム５１、５２は、ボス５３、５４をそれぞれ有し、これはそれぞれ、
対応するカム５１、５２にそれぞれ関連づけられた戻しばね２０１、２０２と連係してい
る。これによって、それぞれカム５１、５２に対して抵抗性トルクを与える。これは、対
応する制御部品１０１、１０２の前進に抵抗する傾向を有する。
【００３２】
　図に示すように、カム５１、５２はそれぞれ、好ましくは、メス型の円筒面を有する凹
部５５、５６を有し、これは、制御レバー７０に設けられたオス型の円筒面を有するボス
７２と相補的な形態で連係するように構成しており、これによって、打撃補正段階におけ
る両方のカム５１、５２の回転を防ぐ。
【００３３】
　好ましくは、カム５１、５２はそれぞれ、オス型の円筒面を有する周部５９、６０を有
し、これは、制御レバー７０に備えられたメス型の円筒面７３と相補的な形態で連係する
ように構成している。これによって、安全位置にあって制御部品１０１、１０２が進行し
ている時に制御レバー７０の回転を防ぎ、また、対応するカム５１、５２の回転を可能に
する。
【００３４】
　図に示す単純な実施形態では、制御レバー７０は、フック７１を備えるアームを有し、
このフック７１は、メロディー選択手段９００と一体的な傾斜歯列に設けられた歯７８と
牽引力がはたらくように連係するように構成しており、図示した例においては、カラム車
の基礎を形成している。打撃の選択は、カラム車をその軸Ｇのまわりに回転させることに
よって行うことができ、ロック用レバー８１、８２の運動によって、対応する制御部品１
０１、１０２が解放される。
【００３５】
　本発明は、さらに、このような打撃機構１０００を少なくとも１つ有する計時器用ムー
ブメント２０００に関する。
【００３６】
　本発明は、さらに、このような打撃機構１０００を少なくとも１つ有する腕時計３００
０ないし計時器に関する。
【００３７】
　本発明は、多くの場合において非常に高価な機構を効率的に保護する単純でコンパクト
な安全機構を形成する。
【符号の説明】
【００３８】
５０　安全機構
５１、５２　カム
５３、５４　ボス
５５、５６　メス型の円筒面を有する凹部
５７、５８　フィンガー部
５９、６０　オス型の円筒面を有する周部
７０　制御レバー
７１　フック
７２　オス型の円筒面を有するボス
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７３　メス型の円筒面
７８　歯
７９　柱部
８１、８２　ロック用レバー
８３、８４　フック手段
８５、８６　制御フィンガー部
９３、９４　フック手段
９５、９６　くちばし部
１０１、１０２　制御部品
２０１、２０２　戻しばね
９００　メロディー選択手段
１０００　打撃機構
２０００　計時器用ムーブメント
３０００　腕時計

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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